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■ 概要 
 
ML22804/ML22808/ ML22802-xxx は、音声データを格納する P2ROM を内蔵した音声合成 LSI です。 
音声出力部には、高音質を実現する ADPCM2 デコーダ、DA コンバータ、ローパスフィルタを内蔵していま

す。 
外部にパワーアンプ、及び CPU を接続することにより容易に音声合成装置を構成することができます。 
再生方式は、ストレート 8bitPCM 再生／ノンリニア 8bitPCM 再生／ストレート 16bitPCM／4bitADPCM2 再生が

選択でき、音量調節が可能です。 
ML22808/ML22804/ML22802-xxx は ROM コード対応品となり、音声データ書込み済み品となります。 
ML22P808/ML22P804/ML22P802 は OTP 品となり、専用ライタを用いて、お客様側で音声データの書込みが

簡単に行えます。開発用途の他、多品種小量生産や短納期のアプリケーションに適しています。 
 
 

● 内蔵メモリ容量と最大発声時間 下表を参照ください。(4bitOkiADPCM2 方式時) 
 

最大発声時間(秒) 
品名 ROM 容量 

FSAM=4.0kHz FSAM=8.0kHz FSAM=16kHz
ML22808-XXX/ML22P808 8M ビット 524 262 131 

ML22804-XXX/ML22P804 4M ビット 262 131 65 

ML22802-XXX/ML22P802 2M ビット 131 65 32 
 
 
● 音声合成方式：  フレーズごとに方式を指定可 
    4bitOkiADPCM2 
    8bit ノンリニア PCM 方式 
    8bitPCM／16bitPCM 方式 
● サンプリング周波数：  フレーズ単位で fsam を指定可 
    4.0 / 8.0 / 16.0kHz、5.3 / 10.7kHz、6.4 / 12.8kHz 
● ローパスフィルタ / 12bitDA コンバータ内蔵 
● CPU コマンドインタフェース： 3 線式シリアル クロック同期 
● 最大フレーズ数：  256 フレーズ 00h～FFh まで（1 バンク当り） 
● メモリバンク切替：  SEL0,SEL1 端子により 1～4 バンク切替可能 
     （ML22802/ ML22P802 以外に適用） 
    SEL 端子により 1～2 バンク切替可能 
     （ML22802/ ML22P802 に適用） 
● 音量調整機能：  VOLUME コマンド 16 段階/OFF 
● 繰り返し機能：  LOOP コマンド 
● 原発振周波数：  4.096MHz 
● 電源電圧：   2.7V～3.6V 
● 動作温度範囲：  -20℃～+85℃ 
● 供給形態：   30 ピンプラスチック SSOP(SSOP30-P-56-0.65-K) 
● 発注品名：   ML22P808MB ,ML22P804MB ,ML22P802MB,  
    ML22808-xxxMB,ML22804-xxxMB, ML22802-xxxMB 
    (xxx は ROM コード番号) 
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下表に、既存の ML2216 と、ML2280X の相違点を示します。 

 
 

項目 ML2216 ML2280X 

CPU インタフェース シリアル シリアル 

再生方式 

4bitADPCM2 
8bit ストレート PCM 
8bit ノンリニア PCM 
16bit ストレート PCM 

4bitADPCM2 
8bit ストレート PCM 
8bit ノンリニア PCM 
16bit ストレート PCM 

最大フレーズ数 256 256（１バンク当り、最大 1024） 

サンプリング周波数(kHz) 
4.0/5.3/6.4/ 

8.0/10.7/12.8 
16.0 

4.0/5.3/6.4/ 
8.0/10.7/12.8 

16.0 
クロック周波数 4.096MHz(X’tal 発振回路内蔵) 4.096MHz(X’tal 発振回路内蔵) 

D/A コンバータ 電流型 12bit 電流型 12bit 

ローパスフィルタ 3 次 Comb フィルタ 3 次 Comb フィルタ 

スピーカ駆動用アンプ 
内蔵 

0.3W(8Ω、VDD=5V 時) 
なし 

編集 ROM 機能 あり あり 

音量調整機能 16 段階 16 段階 

無音挿入機能 
あり 

20ms～1024ms(4ms ステップ)
あり 

20ms～1024ms(4ms ステップ) 

繰り返し機能 あり あり 

連続再生時のつなぎ目無音区間

(注) 
なし なし 

メモリバンク切替 なし あり 

供給形態 44 ピン QFP 30 ピン SSOP 
 
 

※(注) 下図のような連続再生が可能になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 フレーズ 1 フレーズ 

無音区間なし 
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■ ブロック図(ML22808/ ML22804/ ML22P808/ ML22P804) 
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■ ブロック図(ML22802/ ML22P802) 
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■ ML22808/ ML22804/ ML22P808/ ML22P804 端子接続(上面図) 

30 ピンプラスチック SSOP 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ ML22802/ ML22P802 端子接続（上面図） 

30 ピンプラスチック SSOP 
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■ 端子説明 
 

ピン番号 端子名 I/O 説  明 

1 XT I 

クリスタルまたはセラミック発振子接続端子です。 
XT 端子と XT 端子の間に、1MΩ程度のフィードバック抵抗を内蔵していま

す。外部クロックを使用する場合には、この端子から入力してください。 
発振子を使用する場合はできるだけ LSI の直近に接続してください。 

2 XT O 
クリスタルまたはセラミック発振子接続端子です。 
外部クロックを使用する場合には、オープンにしてください。 
発振子を使用する場合はできるだけ LSI の直近に接続してください。 

3 TEST0 I テスト用入力端子です。”L”レベル(DGND レベル)に固定してください。 

4 TEST1 I テスト用入力端子です。”L”レベル(DGND レベル)に固定してください。 
5 DGND — デジタルグランド端子です。 

6 DIPH I 

DI 端子に入力されたシリアルデータを LSI 内部に取り込む SCK パルスのエ

ッジを選択する端子です。”L”レベルの場合、SCK クロックの立上りエッジで

DI 入力データを LSI 内部に取り込みます。”H”レベルの場合、SCK クロックの

立下りエッジで DI 入力データを LSI 内部に取り込みます。 

7 
(SEL) 

SEL0 I 
メモリバンク切替端子です。PUP1,PUP2 コマンド入力時にメモリバンク切替

指定した場合に有効となります。音声再生時（BUSY が”L”の時）は 
変更しないでください。 

8 
(TEST2) 

SEL1 I 

ML22808/ML22804： 
/ML22P808/ML22P804： 
メモリバンク切替端子です。PUP1,PUP2 コマンド入力時にメモリバンク切替

指定した場合に有効となります。音声再生時（BUSY が”L”の時）は 
変更しないでください。 
ML22802/ ML22P802： 
テスト用入力端子です。”L”レベル(DGND レベル)に固定してください。 

9 CS I 
チップセレクト入力端子です。 
”L”レベルでシリアルインタフェースが有効となります。 

10 SCK I シリアルクロック入力端子です。 
11 DI I シリアルデータ入力端子です。 

12 BUSY O 
フレーズ再生状態を示す信号を出力する端子です。 
LSI が再生中のとき、”L”レベルを出力します。 
LSI が待機状態のとき、“H”レベルを出力します。 

13 NCR O 
コマンドの入力許可状態を示す信号を出力する端子です。 
コマンド入力許可状態の場合、“H”レベルを出力します。 
コマンド入力禁止状態の場合、“L”レベルを出力します。 

14 RESET I 

リセット入力中は、全ての回路の動作が停止し、パワーダウン状態となりま

す。 
電源投入時は、”L”レベルを入力してください。電源電圧が安定した後、”H”

レベルにしてください。 

18 TESTO0 O テスト用出力端子です。オープンにしてください。 

19,24 PGND — 内蔵 P2ROM 用グランド端子です。 

22 PVDD — 
内蔵 P2ROM 用電源端子です。 
PGND 間に 0.1μF 以上のコンデンサを接続してください。 

23 TESTO1 O テスト用出力端子です。オープンにしてください。 

25 VPP I 
内蔵 P2ROM へのデータ書込み時の VPP 電源端子です。 
DGND レベルに固定してください。 

26 AGND — アナロググランド端子です。 

28 AOUT O 再生信号出力端子です。 
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ピン番号 端子名 I/O 説  明 

29 AVDD — 
アナログ電源端子です。 
DGND 間に 0.1μF 以上のコンデンサを接続してください 

30 DVDD — 
デジタル電源端子です。 
DGND 間に 0.1μF 以上のコンデンサを接続してください。 

 
(注)（）内の端子名は ML22802/ ML22P802 のみに適用。 
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■ 絶対最大定格 
 

（DGND=PGND=AGND = 0 V） 

項  目 記  号 条  件 定格値 単  位 

デジタル電源電圧 DVDD、PVDD －0.3～＋5.0 V 
アナログ電源電圧 AVDD 

Ta = 25 °C 
－0.3～＋5.0 V 

入力電圧 VIN －0.3～DVDD＋0.3 V 

許容損失 PD 

Ta = 25 °C 
JEDEC2 層基板実装時 1.3 W 

出力短絡電流 ISC — 10 mA 

保存温度 TSTG — －55～＋150 °C 

 
 
■ 推奨動作条件 
 

（DGND=PGND=AGND = 0 V） 

項  目 記  号 条  件 範  囲 単  位 

デジタル電源電圧 DVDD、PVDD — 2.7～3.6 V 

アナログ電源電圧 AVDD — 2.7～3.6 V 

動作温度 TOP — -20～+85 °C 

最小 標準 最大 
原発振周波数 fOSC — 

3.5 4.096 4.5 
MHz 

水晶発振外付け容量 Cd,Cg — 15 30 45 pF 
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■ 電気的特性 
 直流特性 

 
DVDD=PVDD=AVDD=2.7～3.6 V，DGND=PGND=AGND=0 V，Ta=-20～+85°C 

項  目 記号 条  件 Min. Typ. Max. 単位 

"H"入力電圧 VIH — 0.86×VDD — — V 

"L"入力電圧 VIL — — — 0.14×VDD V 

"H"出力電圧 1 VOH1 IOH = －1mA VDD－0.4 — — V 

"H"出力電圧 2(注 1) VOH2 IOH = －100µA VDD－0.4 — — V 

"L"出力電圧 1 VOL1 IOL = 2mA — — 0.4 V 

"L"出力電圧 2(注 1) VOL2 IOL = 100µA — — 0.4 V 

"H"入力電流 1 IIH1 VIH = DVDD — — 10 µA 

"H"入力電流 2 (注 2) IIH2 VIH = DVDD 0.3 2.0 15 µA 

"L"入力電流 1 IIL1 VIL = DGND –10 — — µA 

"L"入力電流 2 (注 2) IIL2 VIL = DGND –15 －2.0 –0.3 µA 

"H"出力リーク電流(注 3) ILOH VIH = DVDD — — 10 µA 

"L"出力リーク電流(注 3) ILOL VIL = DGND –10 — — µA 

再生動作消費電流 IDD 
fOSC=4.096MHz 時 

出力無負荷時 
― — 10 mA 

パワーダウン時消費電流 IDDS Ta=-20～+85°C — 1 20 µA 

注記  入力電圧、電流は XT 端子以外の全入力端子に適用。 
  出力電圧は AOUT 端子以外の全出力端子に適用 
注 1.  XT 端子に適用します。 
注 2.  XT 端子に適用します。 
注 3.  TESTO0、1 端子に適用します。 
 
 
 
 アナログ部特性 

 
DVDD=PVDD =AVDD=2.7～3.6V, DGND= PGND=AGND=0V, Ta=-20～+85°C 

項  目 記号 条  件 Min. Typ. Max. 単位 

AOUT 出力負荷抵抗 RLAO 無音再生時 5 — — k 

AOUT 出力電圧範囲 VAOUT 出力無負荷時 0.07×AVDD — 0.64×AVDD V 
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■ 機能説明 
 シリアルCPUインタフェース  

CS、SCK、DI 端子により、各種コマンド・データの入力を行います。 
CS 端子を”L”レベルにすることによって、シリアル CPU インタフェースが有効になります。 
コマンド・データ入力は、CS 端子に”L”レベルを入力後、SCK 端子の入力クロック信号に同期して、DI
端子にデータを MSB より入力します。DI 端子データは、SCK 端子クロックの立上り、または、立下りで

LSI 内部に取り込まれ、8 パルス目の SCK 端子クロックの立上り、または、立下りでコマンドが実行されま

す。 
SCK 端子クロックの立上り／立下りエッジの選択は、DIPH 端子入力により行います。 
DIPH 端子が”L”レベルの場合には、SCK 端子クロックの立上りエッジで DI 端子データが LSI 内部に取

り込まれます。 
DIPH 端子が”H”レベルの場合には、SCK 端子クロックの立下りエッジで DI 端子データが LSI 内部に

取り込まれます。 
CS 端子を”L”レベル固定にしても、コマンド・データの入力は可能です。ただし、SCK 端子にノイズ等に

より予期しないパルスが入力された場合には、SCK端子クロック数のカウントがずれ、正常なコマンド・デ

ータの入力を行えなくなります。SCK 端子のクロック数のカウントは、CS端子を”H”レベルにすることによ

って初期状態に戻ります。 
 

コマンド・データ入力タイミング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

CS 

SCK

DI

 SCK 立上りエッジ動作(DIPH 端子＝”L”レベル時)

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0
(MSB) (LSB)

CS 

SCK

DI D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0
(MSB) (LSB)

CS 

SCK

DI

 SCK 立下りエッジ動作(DIPH 端子＝”H”レベル時)

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0
(MSB) (LSB)

CS 

SCK

DI D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0
(MSB) (LSB)
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 コマンド一覧表 

 
各コマンドは、1 バイト(8bit)単位で構成されてます。PLAY、MUON コマンドは、2 バイトで 1 つのコマン

ドとなります。 
 

コマンド名 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 説明 

PUP１ 0 0 0 0 ― ― S1 S0
パワーダウン中の LSI を瞬時にコマンド待機状態

へ移行します。 

PUP２ 0 0 0 1 ― ― S1 S0
パワーダウン中の LSI をポップノイズ対策を行い、

コマンド待機状態へ移行します。 

PDWN１ 0 0 1 0 ― ― ― ―
コマンド待機状態から瞬時にパワーダウン状態へ

移行します。 

PDWN２ 0 0 1 1 ― ― ― ―
コマンド待機状態からポップノイズ対策を行い、パ

ワーダウン状態へ移行します。 

0 1 0 0 ― ― ― ―
PLAY 

F7 F6 F5 F4 F3 F2 F1 F0

フレーズ指定あり再生スタートコマンドです。 
2 バイト目のデータでフレーズ番号を指定します。 

STOP 0 1 1 0 ― ― ― ― 再生ストップコマンドです。 

0 1 1 1 ― ― ― ―
MUON 

M7 M6 M5 M4 M3 M2 M1 M0

無音を挿入します。 
2 バイト目のデータで無音の長さを指定します。 

SLOOP 1 0 0 0 ― ― ― ―
繰り返し再生モードを設定するコマンドです。 
再生動作中に有効となります。 

CLOOP 1 0 0 1 ― ― ― ―

繰り返し再生モードを解除するコマンドです。 
STOP コマンドを入力した場合には、繰り返し再生

モードは自動的に解除されます。 

VOL 1 0 1 0 V3 V2 V1 V0 音量設定コマンドです。 

 
S1,S0 ：メモリバンク数(注) 
F7-F0 ：フレーズアドレス 
M7-M0 ：無音時間の長さ 
V3-V0 ：音量 
（注）ML22802/ ML22P802 は S0 は”0”固定です。） 
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 パワーダウン機能 

 
本 LSI は、パワーダウン機能を持っています。パワーダウン状態では、発振回路を含む全ての回路動作

を停止し、消費電流を最小にします。XT 端子に外部よりクロックを供給する場合には、パワーダウン時

には、XT 端子を”L”レベルに固定してください。 
 

以下に、発振回路の等価回路を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 リセット入力時初期状態及びパワーダウン時状態 

各出力端子状態を以下に示します。 
 

デジタル 
出力端子 

状態 
アナログ 
出力端子 

状態 

NCR “H”レベル AOUT GND レベル 

BUSY “H”レベル   

 
 
 音声合成方式 

 
再生する音声の性質に合わせて 4bitADPCM2 方式、8bit ストレート PCM 方式、8bit ノンリニア PCM 方

式、16bit ストレート PCM 方式の 4 種類を内蔵しています。以下に、それぞれの特徴を示します。 
 

音声合成方式 適している波形 特徴 

Oki 4bit ADPCM2 通常の音声波形 
ラピスセミコンダクタ独自の 4bit ADPCM を改

良し、波形の追従性を改良した合成方式です。

Oki 8bit Nonlinear PCM 
波形の中心付近を 10 ビット相当の音質として

再生する方式です。 

8bit PCM 通常の 8bit PCM 方式です。 

16bit PCM 

高い周波数成分を含む音

効果音など 

通常の 16bit PCM 方式です。 

 
 

約 1MΩ

パワーダウン信号 

(パワーダウン時=”L”) 
LSI 内部のマスタクロック 

XT XT 
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音声管理領域 
(16Kbit 固定) 

 
 メモリの構成と音声データの作成方法 

 
ROM のデータは、音声管理領域、テスト領域、音声領域、編集 ROM 領域で構成されています。音声

管理領域は、ROM の音声データを管理する領域です。256 フレーズ分の音声データのスタートアドレ

ス・ストップアドレス・編集 ROM 機能の使用・未使用などを制御するデータが格納されています。 
テスト領域には、テスト用のデータが格納されています。 
音声領域には、実際の波形データが格納されています。 
編集 ROM 領域は、音声データを効率的に使用するためのデータが格納されています。詳細は、「編集

ROM 機能」の項目を参照ください。編集 ROM を使用しない場合は、編集 ROM 領域はありません。 
 
ROM データの作成は、専用のツールを用いて行います。 
 

ROM アドレス（ML22808 /ML22804 / ML22802-XXX/ ML22P808/ML22P804/ML22P802） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 再生時間とメモリ容量 

 
再生時間は、メモリ容量とサンプリング周波数と再生方式に依存します。その関係式を下に示します。た

だし、編集 ROM 機能を使用していない場合の再生時間です。 
 

（ビット長は 2bitADPCM2…2bit、4bitADPCM2…4bit、PCM…8bit） 
 
 
サンプリング周波数 16kHz、4bitADPCM2 方式とした場合は、約 131 秒の再生時間となります。 
 

 

1.024 × （4096－16）（kbit） 

16（kHz） × 4(bit)
再生時間  ＝ ≒65（秒） 

テスト領域 

編集 ROM 領域 
ROM データの作成に依存 

0x00000 

0x007FF 

0x00800 

max: 0xFFFFF 

max: 0xFFFFF 

0x00807 

0x00808 

音声領域 
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 編集ROM機能 

 
編集 ROM 機能とは、複数のフレーズを連続して再生できる機能です。編集 ROM 機能を使用して、以

下の機能を設定することができます。 
 

 連続再生 (連続再生の指定回数は、無制限。メモリ容量にのみ依存します。) 
 無音挿入機能 (20mｓec～1,024mｓec) 

 
編集 ROM 機能を使用することで、音声 ROM のメモリ容量を効率的に使用することが出来ます。 
以下に、編集 ROM 機能を使用した場合の ROM 構成例を記します。 

 
 
 

例 1)  編集 ROM 機能を使用した場合のフレーズ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例 2)  例 1)を ROM に変換した場合 ROM データの例 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フレーズ 1 

フレーズ 2 

フレーズ 3 

フレーズ 4 

今日の天気は です。 

今日の天気は 雨 

明日の天気は 晴れ

明日の天気は 雨 

フレーズ 5 

です。 

です。 

です。 

晴れ

今日の天気は です。 晴れ 明日の天気は 雨 です。 無音 

今日の天気は 

晴れ 雨 

です。 明日 

の天気は 

アドレス 
管理領域 

編集領域 



FJDL2280XDIGEST-05

 
ML22802/ML22804/ML22808-XXX

 

15/18 

 
 メモリバンク切替機能 

ML22808/ML22804/ML22P808/ML22P804 は、メモリバンク切替機能により、内蔵 ROM 領域を最大 4
つに分割し使用することができます。4 バンク使用時は、各バンクの最大フレーズ数が 256 であるため、

1024 フレーズまで再生可能です。 
ML22802/ML22P802 は、メモリバンク切替機能により内蔵 ROM 領域を最大 2 つに分割して使用するこ

とができます。2 バンク使用時は、各バンクの最大フレーズ数が 256 であるため、512 フレーズまで再生

可能です。 
この機能を利用し、複数の ROM コードを１つのコードに纏めることが可能です。 
どのメモリバンクを使用するかは、ML22808/ML2280/ ML22P808/ML22P804 の場合、SEL1 と SEL0 端

子の設定により、ML22802/ML22P802 の場合、SEL 端子の設定により行います。また、フレーズ再生時

には、PUP1 もしくは、PUP2 でメモリバンク個数の指定を行う必要があります。 
表の－は、０と１どちらの値でもかまいません。 
 
メモリバンク切替機能を使用する場合は、ROM データ作成時にあらかじめデータを分割して指定の領

域へ保存しておくことが必要です。 
 

- メモリバンク数が 1 の場合 

SEL1 SEL0 ML22P808/ML22808-XXX ML22P804/ML22804-XXX SEL ML22P802/ML22802-XXX

－ － 00000h -FFFFFh  00000h – 7FFFFh － 00000h – 3FFFFh 

 
- メモリバンク数が 2 の場合 

SEL1 SEL0 ML22P808/ML22808-XXX ML22P804/ML22804-XXX SEL ML22P802/ML22802-XXX

－ 0 00000h – 7FFFFh 00000h – 3FFFFh 0 00000h – 1FFFFh 

－ 1 80000h – FFFFFh 40000h – 7FFFFh 1 20000h – 3FFFFh 

 
- メモリバンク数が 4 の場合 

SEL1 SEL0 ML22P804/ML22804-XXX ML22P808/ML22808-XXX 

0 0 00000h – 1FFFFh 00000h – 3FFFFh 

0 1 20000h – 3FFFFh 40000h – 7FFFFh 

1 0 40000h – 5FFFFh 80000h – BFFFFh 

1 1 60000h – 7FFFFh C0000h – FFFFFh 
 
M22808(８Mbit)のメモリ分割は以下のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0-3FFFFh 

40000-7FFFFh 

80000-BFFFFh 

C0000-FFFFFh 

バンク 1 
容量： 8Mbit 
最大フレーズ数： 256 
 

バンク 1
容量： 4Mbit 
最大フレーズ数： 256 
 

バンク 2
容量： 4Mbit 
最大フレーズ数： 256 
 

バンク 1 
容量： 2Mbit 
最大フレーズ数： 256 

バンク 2 
容量： 2Mbit 
最大フレーズ数： 256 
バンク 3 
容量： 2Mbit 
最大フレーズ数： 256 

バンク 4 
容量： 2Mbit 
最大フレーズ数： 256 

メモリ分割数： １ 
８Mbit×１領域 

メモリ分割数： ２ 
４Mbit×２領域 

メモリ分割数： ４ 
２Mbit×４領域 
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■ 応用回路例  
 ML22808/ ML22804/ ML22P808/ ML22P804 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ML22802/ ML22P802 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

AOUT

SEL1
SEL0

DVDD

PVDD

AVDD

DGND
PGND
AGND

RESET 
CS 
SCK 
DI 
NCR 
BUSY 
 
DIPH 
 
 
 
 
TEST0,1
VPP 
 
 
XT 
 
XT 

MCU 

4.096MHz

33pF

3.3V 

スピーカアンプ 

33pF

MCU 

4.096MHz

33pF

33pF

スピーカアンプ 

RESET 
CS 
SCK 
DI 
NCR 
BUSY 
 
DIPH 
 
 
 
 
TEST0,1, 2
VPP 
 
 
XT 
 
XT 

3.3V 

AOUT

SEL

DVDD

PVDD

AVDD

DGND
PGND
AGND
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■ パッケージ寸法図 
 

 
 
表面実装型パッケージ実装上の注意 
 
表面実装型パッケージは、リフロー実装時の熱や保管時のパッケージの吸湿量等に大変影響を受けやすい

パッケージです｡したがって、リフロー実装の実施を検討される際には、その製品名、パッケージ名、ピン数、パ

ッケージコード及び希望されている実装条件（リフロー方法、温度、回数）、保管条件などを弊社担当営業まで

必ずお問い合わせ下さい｡ 
 
 

SSOP30-P-56-0.65-K

Mirror finish

パッケージ材質 エポキシ樹脂
リードフレーム材質 42アロイ
端子処理方法・材質 半田メッキ (≥5μm)
パッケージ質量 (g) 0.19 TYP.5
版数/改版日 5版/96.12.5
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本資料ご利用に際してのお願いと注意事項 

 
 
本資料の一部または全部をラピスセミコンダクタの許可なく、転載・複写することを堅くお断りします。 

本資料の記載内容は改良などのため予告なく変更することがあります。 

本資料に記載されている内容は製品のご紹介資料です。ご使用にあたりましては、別途仕様書を必ずご請求

のうえ、ご確認ください。 

本資料に記載されております応用回路例やその定数などの情報につきましては、本製品の標準的な動作や使

い方を説明するものです。したがいまして、量産設計をされる場合には、外部諸条件を考慮していただきます

ようお願いいたします。 

本資料に記載されております情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、万が一、当該情報の誤り・

誤植に起因する損害がお客様に生じた場合においても、ラピスセミコンダクタはその責任を負うものではありま

せん。 

本資料に記載されております技術情報は、製品の代表的動作および応用回路例などを示したものであり、ラピ

スセミコンダクタまたは他社の知的財産権その他のあらゆる権利について明示的にも黙示的にも、その実施ま

たは利用を許諾するものではありません。上記技術情報の使用に起因して紛争が発生した場合、ラピスセミコ

ンダクタはその責任を負うものではありません。 

本資料に掲載されております製品は、一般的な電子機器（AV 機器、OA 機器、通信機器、家電製品、アミュー

ズメント機器など）への使用を意図しています。 

本資料に掲載されております製品は、「耐放射線設計」はなされておりません。 

ラピスセミコンダクタは常に品質・信頼性の向上に取り組んでおりますが、種々の要因で故障することもあり得ま

す。 

ラピスセミコンダクタ製品が故障した際、その影響により人身事故、火災損害等が起こらないようご使用機器で

のディレーティング、冗長設計、延焼防止、フェイルセーフ等の安全確保をお願いします。定格を超えたご使

用や使用上の注意書が守られていない場合、いかなる責任もラピスセミコンダクタは負うものではありません。 

極めて高度な信頼性が要求され、その製品の故障や誤動作が直接人命を脅かしあるいは人体に危害を及ぼ

すおそれのある機器・装置・システム（医療機器、輸送機器、航空宇宙機、原子力制御、燃料制御、各種安全

装置など）へのご使用を意図して設計・製造されたものではありません。上記特定用途に使用された場合、い

かなる責任もラピスセミコンダクタは負うものではありません。上記特定用途への使用を検討される際は、事前

にローム営業窓口までご相談願います。 

本資料に記載されております製品および技術のうち「外国為替及び外国貿易法」に該当する製品または技術

を輸出する場合、または国外に提供する場合には、同法に基づく許可が必要です。 
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